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んで施行すれば，非常に有効な方法と考えられた． 示しており，解釈に注意が必要であると考えられた．
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（東京医科大学第四学年）
○牧野洋二郎
（病理学第一）
　泉　　美貴，永井
　上野　万里，松林
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PB－37．
Au－NPe6金錯体の分光特性および腫瘍内分布
状態に関する検討
（外科学第一）
○石角太一郎，土田　敬明，三三　哲弥，
　加藤　　治
（生理学第二）
　會沢勝夫
　頸部食道に発生した乳頭腺癌の1剖検例を経験し
た．食道腺癌の発生母地として，Barrett上皮，異所性
胃粘膜，食道固有腺が示唆されているが，定説は得ら
れていない．我々は胃の表層上皮・杯細胞・幽門腺，小
腸上皮及び大腸上皮の粘液をそのサブタイプによっ
て染色し分けることのできる抗MUC抗体を用いて，
本症例の発生母地について検討を加えた．さらに，腺
癌の原発巣推定に有用である抗cytokeratin（CK）抗
体を用いた検討も試みた．
【症例】73歳，男性．前立腺癌で広範な骨転移を来た
し死亡した．剖検では潜伏性に頸部食道に6×4cm大
の1型隆起性病変が存在し，甲状腺，深頸・縦隔リン
パ節に転移していた．組織学的には豊富に粘液を有す
る乳頭腺癌の像を呈した．
【方法】腫瘍のパラフィン切片を用いて，抗MUC抗
体（MUCI，2，5AC，6），抗CK抗体（CK7，20）を用い
た免疫染色をABC法により行った．
【結果】本症例は，MUCl，5A　C，　6，　CK7陽性，　MUC2，
CK20陰性であった．
【考察】頸部食道原発の乳頭腺癌は，我々が検索した
限りでは過去に1例の報告を見るのみであり，極めて
稀な症例と思われた．腫瘍の発生母地を推定するため
の免疫組織化学的検討では，正常胃粘膜の表面上皮に
存在するMUCl，5ACと，幽門・噴門腺に存在する
MUC6が陽性であった．通常，食道固有腺ではMUC
はいずれも陰1生であり，Barrett腺癌ではMUCl陰i生，
MUC2，5AC，6が約1／3の症例で陽性を示す．従って
本症例の腫瘍は胃粘膜と類似の粘液形質を示したと
いえ，このことから異所性胃粘膜由来であることが推
測された．CKは過去に報告された消化管発生の腺癌
（CK7陰性ないし陽性，20陽性）とは異なる染色性を
【背景】我々は，癌および粥状動脈硬化部位に集積す
る光感受性物質NPe6の検出を極短波長で行うため
に，テトラピロール環の中心に金を挿入したAu－NPe6
を開発した．X線吸収剤として用いることにより，微
小癌検出の可能性が期待されている．
【目的】我々はAu－NPe6の分光特性について従来の
NPe6と比較検討を行うとともに，ゼーマン原子吸光
法および電子顕微鏡を用いて腫瘍内に取り込まれる
Au－NPe6の腫瘍内分布状態を検討した．
【方法】一定濃度0．02mMのAu－NPe6およびNPe6
に0．005mMから0．16mMまで濃度変化させた
Human　serum　albumin溶液を各々加え，吸収スペクト
ルを測定した．次に，大腿部二二マウスにAu－NPe6を
それぞれ20mg／kg静脈投与した後，腫瘍およびその
周囲組織を摘出し，濃硝酸にて溶解後，ゼーマン原子
吸光法を用いて，組織内に取り込まれているAu－NPe6
を測定した．また，電子顕微鏡を用いて腫瘍内分布状
態を観察した．
【結果】一定濃度のNPe6にHSAを濃度変化させな
がら添加していくとモル比1：1～1：2で吸収波長の
長波長側への移動が止まったのと同様に，Au－NPe6の
406nm／390　nmでの吸収比もHSAとのモル比1：1
～1：2で一定になった．また，ゼーマン原子吸光法を
用いて腫瘍内Au濃度を測定したところ，　Auがマウ
ス腫瘍内に取り込まれることが確認され，その腫瘍内
と正常組織内濃度の差は投与3時間後に最大となっ
た．また，電子顕微鏡により腫瘍の細胞質内に取り込
まれていることが確認できた．
【考察】Au－NPe6とNPe6は骨格構造が同一であり，
分子構造の側鎖による生体分子に対するAu－NPe6の
親和性はNPe6とほぼ同一であることが示唆された．
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また，Au－NPe6はNPe6と同様に腫瘍内に取り込まれ
ることが確認できた．
【結語】VK2は骨髄抑制を含めた毒性が少なく，長期
投与の安全性も確立されている．これより肺癌治療に
おけるVK2療法の可能性が示唆された．
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　橘　　寛彦，千葉　博茂
【目的】我々は既にビタミンK、（menaquinone－4け
以下VK2）が白血病細胞を含む各種腫瘍細胞に対し
て効率よくアポトーシスを誘導する事を報告してき
た．今回，VK2の肺癌治療における臨床応用をふまえ
て肺癌細胞株に対するVK2のアポトーシス誘導効果
を検討した．
【対象】肺小細胞株：LU－139，　LU－130，肺扁平上皮癌
株：Lc－AI，　Lc－1／sq，肺腺癌株：Pc－14，　ccL－185，肺
大細胞癌株：IA－LMの計7種のヒト肺癌細胞株を用
いた．
【方法】各細胞株の細胞浮遊液を調整し，VK2（0」
～500μM）添加後96時間培養後の相対的生細胞数を
フローサイトメーター（Coulter　Japan：EPICS　XL2）
を用いて測定した．また，サイトスピン標本（May－
Giemsa染色）による細胞形態観察，フローサイトメト
リーによるAPO2．7陽性率，およびcaspase－3活性なら
びに細胞周期解析を検討した．さらにLU－139に対し
てはCDDP　2時間曝露後のVK2添加96時間培養を
行い，細胞増殖抑制における両者の併用効果について
検討した．
【結果】今回使用した全てのヒト肺癌細胞株について
VK2は濃度依存性に細胞増殖抑制効果が認められた．
VK2のIC5。は細胞株ごとに異なっていたが（7．5～75
Pt　M），組織型との関連性は見られなかった．　VK2添加
により細胞形態的には核が断裂したapototic　bodyを
認め，APO2．7陽性率の上昇とcaspase－3の活性化が観
察された．以上よりVK2は各種肺癌細胞株の増殖抑
制を認め，その効果はアポトーシスを介すると考えら
れた．細胞周期解析ではGO／Gl期への集籏を誘導し
た．CDDPとVK2併用では単剤では有意な効果が認
められない低濃度でも細胞増殖抑制効果が観察され，
両者併用での増強効果が示唆された．
　粘表皮癌は唾液腺に生じる悪性腫瘍の約30％を占
めるとされている．その60％は耳下腺に発生し，小唾
液腺では40％が口蓋腺にみられ，舌に発生するもの
は比較的まれである．病理組織学的には腫瘍細胞の実
質は扁平上皮細胞，粘液産生細胞および中間細胞から
なり異型細胞はそれほど著しくない．
　今回われわれは舌に発生した粘表皮癌の1例を経
験したので，その概要を報告する．
　患者は85歳の男性で，主訴は左側舌根部の腫瘤で
ある．既往歴は平成5年ll月に当科で左側頚部転移
性腫瘍（扁平上皮癌）の診断のもとに左側全頚部郭清
術を施行されている．また同時期の精査により腹部大
動脈瘤が認められた．平成7年6月に当院外科で左肺
転移性腫瘍（扁平上皮癌）で左S6区域切除をうけて
いる．なお，頚部ならびに肺転移癌の原発巣は不明で
ある．家族歴に特記事項はみられなかった．現病歴は
平成13年5月には自覚症状はみられなかったが，当
科で頚部転移性腫瘍術後の経過観察中に，CT検査に
て左側舌根部に境界明瞭な腫瘤が発見された．現症と
して左側舌根の粘膜下部に直径約12mm大の表面平
滑な境界明瞭な弾性硬の腫瘤が認められた．CT検査
では左側舌根部に大きさ約12×12mmの腫瘤様陰影
が認められた．ただし，転移を疑わせるような頚部リ
ンパ節の腫脹は認められなかった．MR像では腫瘤は
Tl強調像で低信号，　T2強調像で低信号であった．ま
た，頚部超音波検査では有意なリンパ節腫脹はみられ
なかった．以上の所見より舌腫瘍の臨床診断のもとに
平成13年7月11日に全身麻酔下に腫瘍切除術を施
行した．術中迅速病理検査で粘表皮癌と診断された．
さらに十分なセーフティーマージンを設けて追加切
除した．切除物の病理組織学的診断はAFIPの分類で
はlow　gradeに相当する粘表皮癌であった．
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